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要旨

本研究では，レッドクイーン効果がコンピテンシートラップに与える影響を，雑誌業界における
電子化というイノベーションの採用を対象として定量的に実証する。既存研究では，企業間の競争
が生むレッドクイーン効果による組織慣性によって，イノベーションを妨げるコンピテンシート
ラップに企業が陥る可能性を示唆しているが，直接的な影響は観察されていない。そこで我々は

「レッドクイーン効果はコンピテンシートラップに直接的な影響を与えるのか」というリサーチク
エスチョンをたて，競争が最近のものならばトラップに陥りにくく，遠い過去のものならば陥りや
すくなると仮説を立てた。これらの仮説を，832 誌の雑誌と各雑誌の電子版の有無や創刊年といっ
たデータをもとに検証した結果，レッドクイーン効果はコンピテンシートラップに直接的な影響を
持ち，特に最近の競争経験が重要な影響となる可能性があることがわかった。
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